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廃水処理汚泥中の微量元素の存在形態

Speciation of Trace Elements in Wastewater Treatrnent Sludges
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背景 と目的

廃水処理汚泥 は有機質の農用資材 として利用可能であるが,廃水 中の微量元素 を濃縮

して保持す るため,農 地施用 にあたっては,微量元素の影響 に注意す る必要がある。汚

泥 に含 まれる微量元素の作物への影響 を推定す るには,そ れ らの全含量だけでな く,存

在形態 ,す なわち微量元素 と固相 との間の結合形態 に関す る情報が不可欠である。 と

ころが廃水処理汚泥 については,カ ドミウム,亜 鉛 ,銅 な どのいわゆる重金属 に関す

る報告が散見 されるのみで,広 く微量元素 について調査 された報告 はない。そ こで筆

者 らは,廃水処理汚泥 中の 36種類の微量元素 について逐次抽出法 による存在形態調査

を行 った。存在形態の分別 に多用 されている逐次抽出法 を用いると,微量元素の土壌 中

での溶解性 に関する情報が得 られる。本調査 データは,廃水処理汚泥 を有機質資源 とし

て安全かつ有効 に農業利用す る際に役立つ もの と考 えられる。

内容

化学工場汚泥 (5点 ),食 品工場汚泥 (5点 ), し尿処理場汚泥 (5点 ),下 水汚泥 (7

点),土壌 (表 層腐植質黒ボク土 )と おが くず豚ぷん堆肥各 1点 について,TESttERら の

逐次抽出法 に準 じて 5つ の画分 (表 1)に 分別 し,そ れぞれの画分 に含 まれる微量元素

濃度 を定量 した。

本調査 デー タには,リ チ ウム (Li),ベ リリ

ウム (Bc),ス カンジウム (sc),バ ナジウム

(v), コバ ル ト (CO), ニ ッケ ル (Ni), 金同

(cu),亜 鉛 (Zn),ガ リウム (Ga):ヒ 素 (As),

ルビジウム (Rb),ス トロンチ ウム (sr),イ

ッ トリウム (Y), 銀 (Ag), カ ドミウム (cd),

アンチモ ン (Sb),セ シウム (Cs),ラ ンタン

(La), セリウム (ce),

プラセオジム (Pr),ネ オジム (Nd),サ
マ リウム (Sm),ユ ウロピウム (Eu),ガ ド

表 1.逐次抽出による画分の名称とその性質

画分 性質
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図 1。 し尿汚泥及び下水汚泥中の第 1～ 第 3画分の合計濃度の供試土壌中濃度に対する割合

リニウム (Gd),テ ルビウム (Tb),ジ スプロシウム (Dy),ホ ル ミウム (HO),エ ル

ビウム (Er),ツ リウム (Tm),イ ッテルビウム (Yb),ル テチウム (Lu),タ リウム (Tl),

鉛 (Pb),ビ スマス (Bi), トリウム (Th),ウ ラン (U)の 定量結果が含 まれる。

本調査データを用い,土壌中で溶解す る可能性 のある第 1画分か ら第 3画分 までの合

計濃度 について,廃 水処理汚泥 と供試 した土壌 との比 を求めた (図 1)。 Be,Sc,V,Rb,Y,

Cs,ラ ンタノイ ド,Thの 21元素 は,ほ とんどすべての汚泥で 1以 下であつた。すなわ

ち,こ れ らの元素は,汚泥中の濃度が供試土壌 中の濃度 を下回ってお り,汚泥連用 によ

る影響 は小 さい と考 えられる。一方,Ni,Zn,Asの 3元素は,供試 したすべての汚泥で

供試土壌 中の濃度 を上回ってお り,Cu,cd,Sbの 3元素は,多 くの汚泥で供試土壌 中

の濃度 を超 えていた。 し尿汚泥 と下水汚泥の Biは 供試土壌 中の濃度 よりも顕著 に高 く,

Ag及 び Tlの 高い もの も認め られた。 これ らの元素 については,汚泥連用 による環境や

作物への影響 を注視す る必要がある。

利用法

現在の ところ,参考文献 1)の PDFフ アイルが利用で きる。なお,本調査 データについ

ては,公 開に向けてデータベース化の作業 を進めているところである。

問合せ先

化学環境部 重金属研究グループ 重金属動態ユニ ッ ト 川崎 晃

電話 :029-838-8313,E¨ mail:akawa@affrcogooJp
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